
す
。
こ
の
策
動
を
決
し
て
許
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

３
０
０
０
万
署
名
を
広
げ
に
広
げ
、

早
期
に
目
標
を
や
り
き
り
る
こ
と

（
大
阪
は

月
３
日
迄
に
）、
同
時

11

に
、
そ
れ
を
通
し
て
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
を
草
の
根
か
ら
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
臨
時
国
会
で
９

条
改
憲
発
議
を
許
さ
ず
、
参
院
選

で
改
憲
勢
力
を
少
数
に
追
い
込
め

ば
、
安
倍
政
権
を
９
条
改
憲
も
ろ

と
も
に
退
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
い
ま
た
た
か
い
は
正
念
場

で
す
。
地
域
で
、
つ
な
が
り
名
簿

で
、
３
０
０
０
万
署
名
を
広
げ
に

広
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
９
月
30

日
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
は
、
沖
縄

と
日
本
の
未
来
が
か
か
っ
た
歴
史

的
政
治
戦
で
す
。
玉
城
デ
ニ
ー
候

補
勝
利
に
む
け
た
支
援
に
全
力
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
―
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・
９
・

）

211

18

10

参
加
者

四
人
。
出
稿
は
十
二
人
二
十
七
首
。
お
昼
は
暑
く
て
も
朝
晩
は
涼
風

が
吹
き
、
夜
に
は
虫
の
音
も
聞
け
て
、
秋
で
す
ね
と
、
ま
た
今
年
の
夏
は
自
然
災

害
が
本
当
に
ひ
ど
か
っ
た
、
大
変
な
夏
で
し
た
ね
と
話
し
合
い
が
始
ま
りm

し
た
。。

袋
掛
け
せ
し
五
十
個
の
梨
す
べ
て
カ
ラ
ス
十
羽
に
食
い
散
ら
さ
れ
つ

髙
橋
貞
雄

い
ち
め
ん
の
甘
蔗
畑
を
断
ち
切
り
て
港
へ
続
く
ひ
と
筋
の
道

川
上
憲
一

マ
ヤ
を
見
て
エ
ッ
チ
と
ぞ
言
う
女
の
子
す
ぐ
れ
た
芸
術
と
私
が
解
説

月
岡
秀
夫

今
夏
で
の
猛
暑
続
き
で
蚊
も
姿
潜
め
て
い
る
か
あ
ま
り
刺
さ
れ
ず

池
永

孝

マ
ラ
リ
ア
と
栄
養
失
調
に
て
父
帰
還
亡
霊
で
は
と
母
呟
き
ぬ

五
百
蔵
光
彦

サ
ハ
リ
ン
で
平
和
署
名
を
差
し
出
せ
ば
十
中
八
九
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
と

松
田
皓
平

ふ
と
見
れ
ば
鏡
に
映
る
お
じ
い
さ
ん
し
げ
し
げ
見
お
る
こ
れ
が
我
か
と佐
々
木
有
馬

秋
立
つ
と
云
ふ
と
云
へ
ど
も
水
無
月
の
夏
越
さ
ぬ
風
ぬ
る
く
も
あ
る
か
な川
崎
康
樹

庭
の
草
茶
色
く
焼
き
た
る
酷
暑
に
も
日
落
ち
れ
ば
響
く
こ
ほ
ろ
ぎ
の
歌

福
谷
美
智
子

病
院
に
嚥
下
指
導
の
先
生
来
た
る
夫
ソ
フ
ト
食
へ
と
前
進
す

山
尾
邦
子

つ
ま

し
と
し
と
と
夏
の
名
残
を
流
し
行
く
九
月
の
雨
は
朝
顔
に
落
ち

鈴
木
晋
司

買
え
よ
買
え
美
白
に
痩
身
膝
腰
痛
全
部
買
っ
た
ら
米
買
え
な
い

千
賀
茂
世

次
回
第
二
一
二
回
の｢

楽
し
む
会｣

は
、
十
月
一
日(

月)

二
時
か
ら
教
育
会
館
な

な
め
向
か
い
の
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
で
行
い
ま
す
。
歌
稿
は
九
月
二
十
四
日
（
月
）
ま
で

に
左
記
宛
、
ハ
ガ
キ
・FA

X

・
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17

tel

・fax
072-954-8524

ma
i
l
k
un
c
ha
n9
25
@
ou
tl
oo
k
.j
p

携
帯

0
90
9
1
67
3
03
1

人
命
よ
り
賭
博
優
先
、
改
竄
・

隠
蔽
・
虚
偽
答
弁
な
ど
国
民
主
権

と
民
主
主
義
破
壊
、
朝
鮮
半
島
の

平
和
の
流
れ
に
逆
ら
い
９
条
改
悪

に
よ
る
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」、

こ
ん
な
安
倍
政
権
は
一
刻
も
早
く

退
場
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

嘘
と
誤
魔
化
し
に
は
事
実
を
つ
き

つ
け
、「
数
の
力
」
の
圧
政
に
は
諦

め
ず
粘
り
強
く
、
対
立
と
分
断
の

持
込
み
に
は
立
場
の
違
い
を
超
え

連
帯
と
共
同
で
た
た
か
い
ぬ
く
こ

と
で
す
。

１
８
０
０
万
を
超
え
た
３
０
０

０
万
署
名
が
、「
安
倍
９
条
改
憲

反
対
」
の
世
論
を
広
げ
、
６
野
党

・
会
派
を
結
束
さ
せ
、
通
常
国
会

で
９
条
改
憲
策
動
を
許
さ
な
い
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、「
今
年
中
の
発
議
」
を
目
論

ん
で
き
た
安
倍
政
権
に
大
打
撃
を

与
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

焦
る
安
倍
首
相
は
、「
９
条
改
憲

案
を
次
期
国
会
に
提
出
」
と
、
総

裁
選
を
通
し
て
９
条
改
憲
で
自
身

の
政
権
浮
揚
を
図
り
、
余
勢
を
か

っ
て
臨
時
国
会
で
の
９
条
改
憲
発

議
に
突
き
す
す
も
う
と
し
て
い
ま

５８回府高退教囲碁大会報告
恒例の夏の囲碁大会が８月 30 日（木）上六教育会

館で行われました。

秋の気配も感じる朝夕ですが、太陽が昇るともう

猛暑。しかし、これに抗して、大阪はもちろん兵庫

・奈良からも、白黒の織りなす機微に魅せられた 17
名が集まったのでした。

この暑さですから「カロリーのある水」はあえて

用意せず、終了後の「反省会」にまわして、普通の

お茶を多めにしたのですが、終了時には空っぽ。良

く冷房の利いた部屋なので、対局のない時は涼しす

ぎるくらいでしたが、対局中はちょうど良い感じ。

脳から出る熱は結構あるのですね。

白黒たった二種類の石が織りなす頭脳ゲームに酔

いしれた一日でした。（畠田）

優勝 谷本四段 準優勝 松浦初段

敢闘賞 三浦五段 敢闘賞 広瀬二級

奮闘賞 小山五段

沖
縄
知
事
選
勝
利
、
参
院
選
で
改
憲
勢

力
に
審
判
下
し
、
安
倍
政
権
退
場
へ

３
０
０
０
万
署
名
を
力

に
、
臨
時
国
会
で
９
条

改
憲
発
議
の
阻
止
を
！

沖
縄
知
事
選
支
援

カ
ン
パ
の
お
願
い

大
退
教
の
提
起
に
応
え
て
、
府
高

退
教
で
も
沖
縄
知
事
選
支
援
パ
ン

パ
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
翁
長
前
知
事
の
遺
志
を
継

ぐ
、
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
玉
城
デ

ニ
ー
候
補
勝
利
の
た
め
に
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
（
同

封
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
）

２０１８年度（第２１回）

大退教囲碁大会

日 時：１１月３日（文化の日）

午前９時半受付 １０時対局開始

場 所：府教育会館（３Ｆローズ）

参加費：１０００円 （当日受付で）

ふるってご参加下さい。

台
風
２
１
号
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

筆
保

勝
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【
９
月
】

日(

月)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

17

14

00

歌
う
会

日(

木)

～

日
全
退
教
近
畿

27

28

ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会

奈
良

【

月
】

10

１
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

１
日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

14

00

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

12

14

00

日(

土)
:

教
育
の
つ
ど
い

20

13

30

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

日(

水)

～

月
１
日(

金)

31

11全
退
教
ツ
ア
ー

長
野

当

面

の

日

程

府高退教セミナー報告 松村 光庸（東住吉）

歴史的な米朝首脳会談
北東アジアの平和体制構築に向けて

日本コリア協会の飯田光徳さんの講演を聴く機会を得ま

した。南北首脳会談、米朝首脳会談の成功が北東アジアの

平和にとって如何なる歴史的意義を持つのかが中心的なテ

ーマでした。豊富な情報をもとに話され、庶民のリアルな

姿も含めて北朝鮮の真実の姿を知る良い機会となりまし

た。安倍内閣は事あるごとに北朝鮮の脅威を吹聴し、これ

を憲法9条改悪と日本の軍事大国化のために最大限に利用

してきました。しかし、実際には北朝鮮の「核脅威」なる

ものは米国の核を主体とする軍事力の前には殆ど無力であ

り、金正恩委員長はそれを十分承知の上で、弱小国が超大

国に挑む外交手段として核ミサイル実験による挑発を繰り

返してきたということでした。今まで何となく漠然と考え

てきたことが、飯田さんの講演を通じて明確な根拠をもと

により深く理解することが出来ました。今や対話否定・圧

力一辺倒の安倍内閣は完全に孤立し、方向感覚を失って、

端緒についた北東アジアの平和構築プロセスに対する妨害

者に成り果てました。フェイクニュースが横行する中で、

正しい北朝鮮情報を得る方法などについても聞きたかった

のですが、質疑応答の時間が短く残念でした。

ユーモアと多少の

「はったり」を効かせ

る飯田さんの情熱的な

語りは、私が新任教師

として赴任した清水谷

高校の生徒であった当

時の彼の姿を彷彿とさ

せ、懐かしい思い出が

蘇りました。

紹
介
し
ま
す
。
―
安
倍
は
放
送
法

を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
答
え
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放

送
の
「
ア
ベ
マ
Ｔ
Ｖ
」
に
あ
る
よ

う
だ
。
安
倍
は
昨
年
一
〇
月
の
総

選
挙
直
前
に
、
幻
冬
舎
社
長
の
見

城
徹
が
仕
切
る
ア
ベ
マ
Ｔ
Ｖ
の
番

組
に
出
演
し
た
。
政
治
的
公
平
を

規
定
し
て
い
る
放
送
法
四
条
が
あ

る
テ
レ
ビ
局
で
は
あ
り
得
な
い
出

演
だ
っ
た
。
選
挙
を
前
に
言
い
た

い
こ
と
を
好
き
勝
手
に
言
え
た
こ

と
に
安
倍
は
満
足
し
「
味
を
し
め

た
よ
う
だ
っ
た
。
」
（
首
相
周

辺
）
―

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
規
制
改
革

推
進
会
議
の
一
四
名
の
委
員
の
中

に
は
、
昨
年1

月
、
沖
縄
ヘ
イ
ト

デ
マ
を
放
送
し
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
放
送
倫

理
・
番
組
向
上
機
構
）
か
ら
「
重

大
な
放
送
倫
理
違
反
」
と
厳
し
く

指
摘
さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
ス
女
子
」

の
司
会
や
準
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
務
め

る
二
名
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
政
府

機
関
が
す
す
め
る
「
改
革
案
」
が

何
を
目
指
し
て
い
る
か
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
、
改

悪
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。

サ
ハ
リ
ン
で
三
千
万
署
名
成
功

松
田

晧
平
（
港
）

七
月
九
日
か
ら
六
日
間
、
東

北
ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅
に

参
加
し
ま
し
た
。

出
発
三
日
前
、
フ
ト
三
千
万

署
名
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い

立
ち
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
Ｂ
４

の
白
紙
に
、
ハ
ン
グ
ル
と
ロ
シ

ア
語
で
「
日
本
の
平
和
憲
法
を

守
ろ
う
」
と
、
二
通
り
の
呼
び

か
け
を
、
太
い
マ
ジ
ッ
ク
で
書

き
、
準
備
完
了
。

初
日
は
、
韓
国
仁
川
空
港
の

南
に
あ
る
安
山
へ
。
こ
こ
に
、

一
九
三
〇
年
代
に
日
本
に
よ
る

徴
用
で
、
王
子
製
紙
な
ど
で
働

か
さ
れ
た
朝
鮮
人
が
、
終
戦
後

も
帰
国
で
き
ず
や
っ
と
二
〇
〇

〇
年
に
、
集
団
帰
国
し
て
団
地

を
つ
く
り
、
故
郷
村
と
し
て
住

ん
で
お
ら
れ
る
。
こ
こ
の
会
議

室
で
訴
え
、
一
五
人
全
員
に
署

名
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
ユ
ー
ジ
ノ
サ
ハ
リ

ン
ス
ク
（
日
本
名
豊
原
）
に
到

着
、
札
幌
に
似
た
き
れ
い
な
町

で
す
。
こ
こ
の
ガ
ガ
ー
リ
ン
ホ

テ
ル
の
受
付
に
お
ら
れ
る
二
人

の
女
性
と
男
性
に
お
願
い
。
ハ

ラ
シ
ョ
ウ
（
Ｏ
Ｋ
）
。

翌
日
は
バ
ス
で
北
緯
五
〇
度

迄
北
上
で
す
。
途
中
休
憩
の
店

の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
日
陰
で
輪
に

な
っ
て
談
笑
し
て
い
る
お
ば
ち

ゃ
ん
に
、
声
を
か
け
て
み
る
。

次
は
、
夕
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の

ボ
ー
イ
さ
ん
、
入
り
口
の
レ
ジ

係
の
女
性
に
。
サ
ハ
リ
ン
に
縁

の
深
い
作
家
チ
ェ
ー
ホ
フ
記
念

館
へ
、
こ
の
案
内
の
女
性
に
も

声
を
か
け
て
、
Ｏ
Ｋ
。

次
は
、
日
本
帝
国
が
建
て
た

神
社
。
私
は
、
石
段
の
下
で
人

と
出
く
わ
す
の
を
待
つ
。
団
地

か
ら
年
配
の
男
性
現
れ
る
。
私

に
近
づ
い
て
き
た
の
で
、
私
は

日
本
人
だ
と
ロ
シ
ア
語
で
い
う

と
、
「
年
は
い
く
つ
か
」
と
。

そ
れ
な
ら
自
分
と
同
じ
だ
、
こ

こ
で
握
手
し
、
署
名
も
Ｏ
Ｋ
。

そ
の
後
を
つ
い
て
き
た
婦
人
も

Ｏ
Ｋ
。

こ
う
し
て
、
集
計
し

て
み
た
ら
、
四
五
人
に
声
を
掛

け
、
署
名
し
て
下
さ
っ
た
方
四

三
人
。
打
率
九
五
％
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

浅
海
文
雄
（

教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
）

頼
ま
れ
る
と
断
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
、
私
の
昔
か
ら
の
欠

点
。昨

年
に
再
任
用
を
終
え
、
そ

の
ま
ま
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
す
る

予
定
が
、
請
わ
れ
て
非
常
勤
講

師
生
活
、
何
と
２
年
目
。
昨
今

の
日
本
の
政
治
・
社
会
を
前

に
、
国
内
亡
命
先
を
探
し
て
も

見
つ
け
ら
れ
な
い
で
い
る
と
、

幹
事
就
任
の
誘
い
。
６
月
か
ら

幹
事
の
一
人
に
名
を
つ
ら
ね
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

世
の
中
を
捨
て
て
捨
て
得
ぬ

心
地
し
て
都
離
れ
ぬ
わ
が
身

な
り
け
り

西
行

隠
遁
と
い
う
夢
を
持
と
う

と
、
俗
世
へ
の
未
練
断
ち
が
た

く
、
結
局
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
こ
う
、
そ
れ
が
今

の
私
の
想
い
で
す
。

世
が
直
る
な
ほ
る
と
で
か
い

蛍
か
な

一
茶

世
が
直
る
希
望
つ
な
い
で

秋
が
来
る

文
雄

耐
え
が
た
い
夏
の
暑
さ
も
よ
う
や

く
過
ぎ
よ
う
と
し
、
人
の
善
意
を

信
じ
、
未
来
へ
の
期
待
に
、
と
も

す
れ
ば
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
な

り
が
ち
な
自
分
自
身
を
奮
い
立
た

せ
る
毎
日
で
す
。

安
倍
政
権
の
放
送
法
改
悪
の
狙
い

佐
々
木

有
馬
（
堺
西
）

六
月
四
日
政
府
の
規
制
改
革

推
進
会
議
は
答
申
で
放
送
法
四

条
の
撤
廃
を
見
送
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
「
放
送
と
通
信
の
融

合
」
を
打
ち
出
し
放
送
と
同
時

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
番
組
を

流
す
「
同
時
配
信
」
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
首
相
の

「
政
権
寄
り
の
番
組
を
増
や
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
消
え
た

わ
け
で
は
な
く
今
後
も
こ
の
動

き
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
月
刊
誌
「
選
択
」

（
二
〇
一
八
・
四
）
に
安
倍
首

相
の
狙
い
に
つ
い
て
の
記
事
が

あ
り
ま
し
た
の
で
そ
の
一
部
を

〈
お
詫
び
〉
前
回
ニ
ュ
ー
ス
で
、

手
違
い
に
よ
り
、
佐
々
木
さ
ん
の

原
稿
を
前
々
回
の
も
の
を
誤
っ
て

掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
深
く

お
侘
び
申
し
あ
げ
、
こ
こ
に
改
め

て
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。


	20180914通信219号表
	20180914通信219号裏

